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スポーツ健康科学科 専門分野課程表

分　

野
系 科　　目　　名

単 

位 

数

開講コース
および

必修・選択の別
（○印は必修） 

毎 週 授 業 時 間 数 教
職
関
係

科　

目
備考１年 ２年 ３年 ４年

前 後 前 後 前 後 前 後

専

門

分

野

学

部

共
通
科
目

スポーツ健康科学実践演習基礎 2 2 PBL ※1
スポーツ健康科学実践演習Ⅰ 2 全 2 PBL ※1
スポーツ健康科学実践演習Ⅱ 2 全 2 PBL
スポーツ健康科学実践演習Ⅲ 2 全 2 PBL

専

門

基

礎

科

目

スポーツ科学概論 2 2 ▲必修
健康科学概論 2 2 ▲
スポーツ倫理 2 2
スポーツ史 2 全 2
スポーツ指導の基礎 2 全 2
スポーツ工学序論 2 2
野外スポーツ概論 2 全 2
スポーツ施設論 2 全 2
コンピューティング演習 2 2
測定機器の操作 2 全 2
実験データ処理 2 全 2
スポーツ動作の基礎 2 2 ▲必修
生理学 A 2 2 ▲必修
生理学 B 2 2 ▲必修
スポーツバイオメカニクス講義 2 全 2
スポーツバイオメカニクス演習 2 全 2

専

門

応

用

科

目

スポーツ統計学 2 全 2
測定評価 2 2
体力測定診断・運動処方 2 2
スポーツ情報処理演習 2 全 2
コンピュータプログラミング 2 全 2
フィットネス経営論 2 全 2
スポーツ産業論 2 全 2
スポーツメディア論 2 全 2
安全管理論 2 全 2
企業インターンシップ 2 全 2
スポーツマネジメント 2 全 2
野外スポーツ 1 全 2 ▲
スポーツと社会 2 2 ▲
地域とスポーツ 2 全 2
運動指導論Ⅰ 2 全 2
運動指導論Ⅱ 2 全 2
スポーツ心理学 2 全 2 ▲
スポーツコーチング論 2 全 2 ▲必修
発育発達学 2 全 2 ▲
スポーツ医学 2 全 2
栄養学 2 全 2
コンディショニング論 2 全 2

〈「ふくい地域創生士」として求める知識・能力〉
※1　地域の課題に向き合い、包括的専門知識を応用し解決に繋げようとする素養
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健康体力学 2 全 2
トレーナー・リハビリテーション演習 2 全 2
学校保健 2 全 2 ▲必修
救急処置 2 全 2 ▲必修
衛生学・公衆衛生学 2 全 2 ▲必修
ヘルスプロモーション論 2 全 2 ▲
体つくり運動 1 2 ▲必修
体力トレーニング 1 2 ▲
陸上 1 全 2 ▲必修
水泳 1 2 ▲必修
ゴール型スポーツA（バスケット） 1 全 2
器械体操 1 全 2 ▲必修
柔道 1 全 2 ▲必修
ゴール型スポーツB（サッカー） 1 全 2 ▲必修
ネット型スポーツA（バドミントン・テニス） 1 全 2 ▲必修
ベースボール型スポーツ 1 全 2 ▲必修
ダンス 1 全 2 ▲必修
ネット型スポーツB（バレーボール） 1 全 2
フィットネス 1 全 2
スポーツ健康科学研究法ゼミナール 2 2

全　
　

学

共
通
科
目

卒業研究 6 〇 〇

各コースの開講単位数（２年次からコース分け）

スポーツ産業コース（Ｓ１） 必修 35単位 選択 81単位 計 116単位
地域スポーツ指導者コース（Ｓ２） 必修 35単位 選択 81単位 計 116単位

開講コース欄の記号について
全：各コース共通科目（コース分け以前は学科共通科目）　　

▲印の科目は、スポーツ健康科学科在籍の学生が、教育職員免許状［中学校教諭一種免許状（保健体育）・
高等学校教諭一種免許状（保健体育）］を取得するための科目である。詳しくは教職課程表を参照すること。

※スポーツ健康科学部の授業は、一部実技科目等であわらキャンパスにて開講する科目があります。詳細はガイダンス
等にてお知らせします。


